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阪神・淡路大震災から3 年…
足立区の防災対策はどうなっているの?

1
月
1
7日
は
、阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
発
生
し
、甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
日
。

区
で
は
、震
災
直
後
か
ら
防
災
計
画
を
見
直
し
、よ
り
実
践
的
で
具
体
的
な
防
災

対
策
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
学
校
へ
の
備
蓄
の
充
実
、
避
難

所
と
な
る
学
校
で
の
避
難
所
還
営
会
議
の
組
織
化
に
全
力
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

小
中
学
校
が
備
蓄
倉
庫
に
!

災
害
時
に
は
道
路
は
通
行
不
能
、
あ

る
い
は
渋
滞
し
て
、
災
害
用
備
蓄
倉
Ⅲ

か
ら
避
難
所
へ
の
物
資
輸
送
は
難
し
い

と
予
想
さ
れ
嫐
歹
。
そ
こ
で
、
区
で
は
、

区
民
の
皆
さ
ん
に
速
や
か
に
物
資
が
叺

紿
で
さ
る
ぷ
つ
、
避
難
所
夊
茗
小
・

中
学
校
の
教
室
を
莉
用
し
て
災
害
用
備

蓄
倉
庫
夲
設
置
し
て
い
李
y
。

学
校
の
備
蓄
教
室
に
は
、
1
校
あ
た

り
2
千
4
0
0人の
被
災
者
が
生
活
で
き
る

ぷ
つ
、
ア
ル
フ
ァ
米
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ

ー
タ
ー
、
寝
泊
喪
7
ず
る
た
め
の
毛
布
、

カ
ー
ペ
ッ
ト
を
郛
畜
し
て
い
嫐
す
。
ま

た
、
倒
壊
し
た
家
屋
等
か
ら
咥
民
夲
汲

出
す
る
た
め
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
な
ど
の

資
機
材
か
の
ひ
ま
す
。

9
年
度
ま
で
に
3
4校
が
翳
蓄
済
み
で
、

ふ湲
計
画
的
に
全
校
に
備
蓄
す
る
予
定

で
于

。し
が
し
、
個
人
が
常
用
し
て
い

る
薬
な
と
特
殊
な
も
の
に
つ
い
て
は
、

区
で
用
單
ず
る
こ
と
が
で
膏
汲
せ
ん
。

皆
さ
ん
の
災
害
へ
の
日
冫
{
か
ら
の
備

え
が
、
皆
さ
ん
自
身
の
命
を
守
る
こ
と

に
つ
な
が
る
の
で
す
。

避
難
所
の
運
営
は
　皆
さ
ん
の
手
で

区
で
は
、
区
立
小
・
中
学
校
布
よ
び

都
立
高
校
、
全
1
2
6力所
を
僻
薨
所
と
し

て
指
定
し
て
い
求
す
。

避
難
所
は
、
自
宅
が
倒
擾
、
焼
失
、

あ
る
い
は
電
気
、
ガ
ス
、
丞
壤
な
ど
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
供
給
停
止
に
よ
り
、
生

活
で
忝
な
く
な
っ
た
方
の
た
め
の
生
活

拠
点
で
あ
る
堽
一…巧
で
な
ぐ
、
情
報
や

医
療
の
萼
夕
石
な
n
汞
す
。

以
前
の
防
災
計
画
に
よ
る
と
、
避
難

所
は
、
区
の
職
員
が
開
設
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
`
C
た
。
レ
か
し
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
明
ら
か
硲
ち
に
、
避

難
所
に
い
ち
卓
く
到
着
し
た
の
は
、
地

域
の
方
々
で
あ
り
、
避
難
所
の
実
質
的

な
開
設
者
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
避

難
生
活
が
長
期
化
し
た
豐
-
に
は
、
避

難
さ
れ
た
方
々
の
協
力
と
一
致
団
結
し

た
行
動
が
大
切
で
y
。
こ
の
ぶ
つ
な
教

訓
か
ら
、
新
た
な
防
災
計
画
で
は
、
避

難
所
を
避
難
者
や
地
域
の
皆
齏
加の
手

に
よ
っ
て
自
主
的
に
開
設
、
運
営
し
て

い
た
だ
く
こ
と
芦
¥

贍
た
。
一
方
、

区
は
、
区
内
の
被
害
状
況
を
い
梟
早
く

収
集
し
、
速
や
か
に
応
援
要
請
を
行
い
、

消
防
署
、
響
察
署
等
、
防
災
関
係
機
関

と
協
力
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
区
民

を
救
出
・
救
助
す
る
た
め
全
力
を
あ
げ

て
、
災
害
に
立
か
同
か
い
求
す
。

避
難
所
運
営
会
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

災
害
に
備
え
て
、
避
難
所
と
な
る
全

小
・
中
学
校
に
地
下
埋
設
式
ト
イ
レ
や

無
線
機
、
医
蓍
哩
ど
い
ろ
い
豆

芯

の
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。「こ
れ
ら
の

物
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
」「
高
齢
者
や

身
体
の
不
自
由
な
方
の
居
察
ほ
ど
こ
に

し
よ
う
」
ま
た
、「
ど
の
よ
う
な
組
織

で
避
難
所
を
運
営
す
る
の
か
」
な
ど
。

学
校
と
町
会
・
竄
器
を
中
心
と
し
た

地
域
の
万
々
が
事
前
に
話
k

口

を
痔

つ
場
所
が
避
難
所
運
営
会
議
で
す
。
こ

の
会
議
は
、
現
在
、
小
・
中
・
高
等
学

校
の
6
9校
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

□
ど
ん
な
組
織
で
し
ょ
う
か

地
域
の
状
況
に
よ
っ
て
多
少
異
な
り

ま
す
が
、
下
図
を
標
準
に
し
て
、
地
域

の
皆
さ
ん
で
淤
蕎
所
を
目
主
運
営
す
る

た
め
に
必
要
な
組
織
構
成
に
な
っ
て
い

李
す
。

□
各
地
域
で
訓
練
を
実
施

避
難
所
運
営
会
議
の
組
轡
蔆

後
、

次
に
避
難
所
を
実
際
に
運
営
す
る
訓
練

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
訓
練
は
、
地
域
の
皆
麌
ん
が
自

ら
計
画
し
、
実
践
t
Q
訓
練
で
す
。

会
議
の
中
で
、「
炊
出
し
を
し
て
み

ぷ
P

「地
下
に
埋
ま
っ
て
い
る
ト
イ

レ
は
ど
り
ぷ
つ
に
組
立
て
る
の
か
な
」

「
応
急
手
当
の
訓
練
も
」
な
ど
、
た
ぐ

さ
ん
の
意
見
を
も
と
に
訓
練
を
行
い
ま

す
。こ
う
し
た
話
し
合
い
と
訓
練
に
よ

つ
て
「
私
た
ち
9
ち
は
、
私
た
ち
が

守
る
」
と
い
う
防
災
意
識
を
高
め
、
地

域
の
防
災
力
豪
向
岳
辱
る
こ
と
に
な

る
の
で
す
。
今
後
も
、
区
は
避
難
所
運

燮
謳
の
設
置
や
訓
練
計
画
等
に
つ
い

て
、
必
餮
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
毒
y
。

防
災
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
災
害
対
策
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
(
代
)

避難所運営会議の進められている学校
( 9 年12月19日現在)

防
災
パ
ネ
ル
の
展
示

旱
い
も
の
で
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

か
9

革
が
経
過
」ま
し
た
。
遠
い
昔

の
他
人
ご
と
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

地
震
の
恐
ろ
し
さ
を
再
確
認
し
、
ご

家
庭
の
安
全
点
検
・
非
常
袋
の
準
備
を

い
た
」ま
し
ょ
う
。
期
間
=
I
月
1
9

日
ま
で

場
所
=
区
役
所
ア
ト
リ
ウ
ム

問
先
=
災
害
対
策
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
士
㈹

避難所管理運営本部の組織(例)
今号の主な内容

2
・
3
面
▽
人
権
研
堕
=
/
教
音
姜
貴
会
児
童
・
生
徒
褒
賞
/
低
公

害
な
自
動
車
の
購
入
資
金
融
資
/
ひ
ろ
ぱ

4
・
5
面
▽
成
人
の
日
特
集
/
足
立
生
ま
れ
の
ニ
ユ
ー
ス
ポ
ト
ツ
/
　

浮
世
絵
展
示

6
・
7
面
▽
介
護
保
険
法
が
成
立
し
ま
し
た
/
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
入
居

者
募
集
/
確
定
申
告
の
用
紙
が
変
わ
り
ま
す
/
掲
示
板

8
面
▽
▽
▽
放
送
大
学
入
学
生
募
集
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち
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人
権
研
修
会

人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

～
講
演
と
映
画
の
集
い
～

何
気
な
く
使
っ
な
言
葉
で
相
乘
參
砺

つ
け
た
り
、
ま
た
傷
つ
け
5
れ
た
Q
す

る
こ
こ
が
あ
2
ヂ
。
そ
れ
は
、
私
た

芸
一
一
、
都
剔
や
人
棔
ど
い
っ
た
'
y
i

ほ
y
兀
ど
意
陬
y
る
こ
と
な
く
毎
E
を

場
じ
て
い
'
9
か
ら
で
y
。
現
在
の
私

た
ち
の
社
会
に
は
、
い
じ
め
の
問
題
、

障
害
者
問
翠
や
外
国
人
に
対
す
る
偏
見

な
ど
様
々
な
矛
盾
や
不
合
理
が
存
在
し

て
い
求
歹
。
私
た
ち
の
暮
ら
し
奮
`
つ

め
、
現
代
日
本
の
穩
合
様
々
な
人
権

問
題
(
同
和
問
題
等
)
に
つ
い
て
一
緒

に
考
凡
て
み
ま
廿
ん
か
。
日
時
=
1

月
召
濁
、
午
後
1
時
～
t
時
叩
分

糯
所
=
校
瀬
プ
ル
ミ
エ

対
象
=
社
会

教
育
の
リ
ー
ダ
ー
参
9

関
心
の
あ
る

方

内
容
l

辰

「い
ま
、
人
橿
を
考

え
る
」(映
回
監
督
・
大
酉
竹
二
郎
氏
)
/

映
画
「
サ
ン
セ
ッ
ト

サ
ン
ラ
イ

ズ
」

費
用
=
無
料

申
込
八

百
直

接
会
場
へ

問
先
旦
涵
薮
育
推
返
課

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
L

㈹

足
立
区
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
養
成
講
習
会

共
通
科
目
　
第
2
回

各
種
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
蕾
質
・
指

導
力
の
向
卜
と
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動

を
瞽
及
・
推
準
莨
だ
め
、
開
催
」
I

す
。
共
通
科
目
と
別
に
開
箋
炙
彰
門

科
目
の
受
講
・
試
験
に
合
格
し
た
方
は
。

区
公
認
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
と
し
て
認

定
し
、
套
默
が
で
孝
豕
T
。
ま
た
、
履

條
に
お
い
て
単
位
不
足
が
生
じ
た
場
合

は
、
次
回
講
豐
苡
降
で
畆
芬
割
の
受

講
が
で
霤
豕
歹
。

日
程
等
=

か
お
り
場
所
=
講
義
…
教
育
研
`
鼎
一

/
実
技
・・・総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

対
象
=
満
2
0歳
以
卜で

、
ス
ポ
ー
ツ
指

導
鷽
忖
っ
て
い
る
万
お
よ
び
指
導
者
を

目
指
す
方

定
員
贔
-
人

費
用
=
無

料

§
i
S
=往
復
(
ガ
キ
に
ス
ポ
L
ツ

指
導
員
養
成
講
習
会
r
共
通
科
目
」、

住
所
、
氏
名

ラ
リ
ガ
ナ
)
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
、
ス
ポ
ー
ツ
種
目
、

所
属
団
体
査
明
記

期
限
=
1
月
S
は

必
着

申
・
問
先
=
体
育
振
興
係

〒
1
2
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-―

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
L㈹

表1　 スポーツ指導員養成講習会日程

※ いずれも時間は、午後7時～9時

消
費
者
セ
ン
タ
ー
の
催
し

□
消
費
者
講
座
「
薬
屋
さ
ん
の
く
す
り

の
は
な
し
」

I
辺
'
I
院
で
し
か
も
「
{
え
な
か
っ

た
薬
の
中
で
薬
屋
さ
ん
で
も
囂
戞
よ

う
に
な
っ
た
も
の
が
あ
り
豕
す
。
い
つ

も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
薬
な
の
に
、

意
外
と
知
ら
な
い
飲
み
方
や
保
管
の
仕

方
な
淞
爭
び
豕
y
。
日
時
比
肩

i
a
咐
、
午
後
1
時～
t
時
対
象
=

区
内
在
住
・
在
動
の
万

講
師
=
K
H
-

酌
氏
(日
本
大
衆
薬
工
業
艷
顧
問
)

定
員
=
6
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

□
募
ら
し
っ
く
ス
ク
ー
ル
公
開
講
座

「
日
本
の
金
融
事
情
と
暮
ら
し
の
経
済

学
」昨

年
の
金
融
機
関
の
あ
い
つ
ぐ
倒
産
、

裹
襯
制
緩
和
に
よ
る
生
命
保
険
や
損

害
保
険
の
相
互
乗
n
t
(
れ
、
預
金
利
率

の
低
下
、
さ
ら
に
今
後
予
定
さ
れ
て
い

ゑ
鰕
シ
ス
テ
ム
の
吹
革
に
ょ
ひ
叺
本

経
済
は
、
激
動
の
時
代
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
先
の
思
x
な
い
中
で
暮
ら
矛
私
た

ち
の
生
活
は
、
不
安
に
脅
か
さ
れ
て
い

欒
y
。
ほ
ん
と
7
に
私
た
ち
に
と
っ
て

必
要
な
「
経
済
」
怠
跨

な
の
か
、
も

う
I
度
考
え
て
み
愚
兄

か
。

日
時
=
c
^
C
3
n

§
'
午
後
6
時
3
0分
F
8

時
叩
分

対
象
占
防
在
住
・
在
勤
の

方
講
師
=
花
原
二
郎
氏
(
法
政
大
学

教
笆
定
s
払
丿
人
(
先
着
順
)

□
消
費
者
問
題
研
究
結
果
パ
ネ
ル
展
示

会
・
発
表
会

消
費
者
セ
ン
タ
ー
が
毎
年
募
笋
じ
て

い
る
「
消
費
牛
活
問
題
調
査
研
究
グ
ル

ー
プ
冫
T
年
間
の
嵎
汞
と
し
て
、
パ

ネ
ル
展
示
会
と
発
表
会
受
付
い
ホ
歹
。

昨
年
は
「
実
演
」
や
『
寸
劇
』
が
あ
ひ
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
発
譽
貿
な
ひ

声
レ
た
が
、
今
年
は
ど
ん
な
内
容
が
飛

び
出
す
の
で
し
ょ
う
か
。
消
費
牛
活
問

題
に
興
秡
の
あ
る
方
や
、
こ
れ
か
ら
グ

ル
ー
プ
素
w
た
い
、
入
n
た
い
と
い

う
万
も
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
=
▽
パ
ネ
ル
展
示
会
…
2
月
5
日

F
9
日
、
午
前
9
時
～
午
後
i
時
▽

発
表
会
…
2
月
1
0
ぼ
㈹
、
午
前
1
0
時
～

正
午

発
表
テ
ー
マ
乱
用
の
定
点
観

測
/
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
/
大
豆
か
ら
覓

た
遺
伝
子
組
み
懋
瓦
食
品
/
ヽ
にみ
の
リ

サ
イ
ク
ル
享
手

ぷ
つ
/
濃
依
子
組

み
捧
芝
食
品

申
込
葢
冒
直
接
会
場

へ

-
い
ず
れ
も
-

#
£
=
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア

費
用
=
無

料

申
・
問
先
日
消
費
者
で
ン
タ
ー

豐
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

青
年
セ
ン
タ
ー
の
催
し

□
ス
ポ
ー
ル
ブ
ー
ル
入
門
講
座

フ
ラ
ン
ス
の
伝
藐
的
な
I
T
ル
ゲ
ー

ム
で
、
鉄
の
ボ
ー
ル
を
「
倪
一
い
る
」
「
転

が
y
?
タ
ー
ム
&
蠱
い
李
y
。
日

時
=
2
月
7
・
1
4
・
2
1
・
2
8
r
a
(
全
を

回
、
い
ず
れ
も
土
曜
日
)
、
午
前
1
0
時

～
正
午
場
所
£
畧
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
対
象
=
青
年
男
女
講
師
=
日

本
ス
ポ
ー
ル
ブ
ー
ル
遷
哭
貫
定
s

=
3
0人
1
7

無
料

□
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
講
座
(
中
級
編
)

一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
の
使
い
方

、
撮
影

方
法
等
、
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
技
術
を
学

び
豕
T
。ま
応
、青
年
海
外
協
力
隊
で

の
写
真
教
室
開
催
の
体
験
談
も
あ
ひ
ま

す
。日
時
=
L
月
2
4
・
3
1
ほ
、2
月

7
・
1
4
・
2
1
心
百
(
全
面
回
、い
ず

れ
も
土
曜
日
)
、午
後
1
時
～
t
時

楊
所
=
青
年
セ
ン
タ
ー

対
象
悲

眼

レ
フ
カ
メ
ラ
を
あ
る
程
廖
便
い
'
にな
せ

る
方

霞
7

橋
本
和
典
氏
(
フ
リ
ー

カ
メ
ラ
マ
ン
)

定
s
=
2
0人
(
先一

順
)

費
用
=
無
料

□
歴
史
講
座
「健
康
願
望
の
時
代
」

『日
本
人
の
健
康
観
』
と
い
急
丁

ワ
ー
ド
か
ら
近
代
の
歴
史
今
宵
か
え

り
、
現
在
か
見
つ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
テ
ー
マ
埓
1
月
晋
・
・
・
抗
菌

グ
ッ
ズ
弉
迚
流
行
る
y
～
清
潔
感
覚

の
歴
史
マ
ー
月
3
0
日
・
・
・
だ
れ
で
も
悩

み
は
同
じ
L
身
体
コ
ン
ゴ
ひ
ツ
ク
ス
の

歴
史
▽
7
月
6
日
…
心
も
否
`
に
な

n
た
い
上
輙
し
の
歴
史
▽
2
月
1
3
E

・
:
近
代
の
健
康
観
※
い
ず
れ
も
金
曜

日
、
午
後
r
時
F
9
時
撮
附
=
青
年

セ
ン
タ
ー
鰹
7
田
中
`
罠
(
フ
リ

ー
ラ
イ
タ
ー
)

定
員
=
3
0人

費
用
=

無
料

□
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
「
お
母
さ
ん
の
た

め
の
心
と
か
ら
だ
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ

ー
ト
2
」

お
母
さ
ん
の
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
、親

子
で
で
亨
I
U
い
体
操
を
哭
I
ヂ
。

お
子
さ
ん
の
保
育
も
行
い
求
y
。日

時
=
2
月
5
・
1
2
・
1
9
・
2
6
日
(
全
4

回
、い
ず
れ
も
木
曜
日
)
、午
前
1
0
時
～

正
午

場
所
=
青
年
セ
ン
タ
ー

対

象
山

笵
の
い
る
お
母
さ
ん

講
師
=

浦
田
麻
美
氏
(
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導

士
)

定
S
儿
m
人
(
先
着
順
)

費

用
=
瞋
円

保
育
保
険
料
)

-
い
ず
れ
も
-

申
・
問
先
=
青
年
セ
ン
タ
ー

酋
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

千
住
セ
ミ
ナ
ー

「
変
わ
る
・
変
え
よ
う
・
変
わ
り
た
い
」

街
は
、
孑
E
だ
ち
ほ
、
私
た
ち
は

・
・
・
そ
し
て
、
世
の
中
は
ど
り
ぷ
つ
に
変

わ
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
今
、
何

鷽
こ
Q
i
だ
寒
胥
訛
よ
い
の
で
し

ょ
う
か
。
ち
ょ
っ
と
冫
9
止
ま
ひ
、
生

き
方
に
つ
い
て
?
'
一
て
み
ま
廿
刄
か
。

な

お
、
こ
の
講
廊
ほ

。
公
募
の
企
画
委

員
と
一
緒
に
盪

季
夊
も

の
で
T

。
日

時
等
=

表
2

り
と
お
り

場
所
=
t
f
-住

あ
ず
ま
住
区
セ
ン
タ
ー
分
Ξ
(

常
東
図

一

館
L

階
)

対
象
=

区
内
在
住
・
在

勤
・
在

学
の

方

定
S
=
3
0

人
(

抽

選
)
m

£
=
無
料

申
込
U

往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
(

フ
リ
ガ
ナ
)
、

年
齢

、一

話
番
号
、
愬

福

笛
i

明
記

※
―
歳
か
ら
学
齢
前
ま
で
の
亟

き

ん

の
保
育
痴
行
い
嫐
歹
(
た
だ
し

、3

月

u
は
を
除
く
)
。希
望
す
る
方
は
、お

子
忝
ん
の
名
前
、生
年
月
日
も
明
記
。

1
月
1
0
日
に
保
育
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
夲
仔
い
家
y
期
限
=
L
月
3
0
刪
必

着
申
・
問
先
上
鈴
騒
合
セ
ン
タ
ー
　

「千
住
セ
ミ
ナ
ー
こ
猖
〒
1
2
3
梅
田

7
-
3
3
-
1

昔
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

表2　 千住セミ ナー日程

※ いずれも時間は、午前10時～11時45分( ただし、3/ 12のみ午後4時30分～6時)

青
少
年
指
導
者
養
成
セ
ミ
ナ
ー

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
い
ろ
い
ろ

遊
び
で
広
げ
る
地
域
の
子
育
て
環
境
づ
く
り

た
く
さ
ん
の
子
供
た
ち
を
髑
に
」
だ

と
き
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
身
に
つ

け
て
い
忝
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
ス
ム
ー
ズ
に
図
る
y
に
と
が
で
き
、
楽

し
い
″
節
気
の
居
場
所
つ
く
n
か
で
き

欒
y
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
様
々
な

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験
し
な
が
ら

学
び
豕
歹
。

日
時
等
=
表
3
り
と
お

り

膿
t
t
=エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア

対
象
=
1
6

銚
以
上
で
苛
少
年
冐
虞
に
携
つ
て

い
る
方
、
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
園
等

の
先
生
。
そ
の
他
興
味
あ
る
方

費
用
=

無
料

申
込
=
電
話
ま
た
は
郵
送

(
(
ガ
キ
に
氏
名
'
m

生
年
月
日
、

電
話
番
兮
、
所
属
団
体
豐
明
配
)

期

限
=
L
月
2
9
R

申
・
問
先
=
少
年
育

虞
佩

酋
(
3
8
8
0
)
I
L
L
L

㈹

表3　 青少年指導者養成セミ ナー日程

※ いずれも火曜日、時間は午後7時～9時

9
年
度
第
1
回

足
立
区
教
育
委
員
会
児
童
・
生
徒
褒
賞

区
で
啄
、
文
化
E
動
や
体
育
活
助

な
ど
で
大
き
な
成
果
を
お
き
め
た
り
、

特
に
た
な
容
れ
る
罍
行
を
行
つ
た

区
内
の
小
・
中
學
生
に
対
し
、
褒
賞

鷽
竹
つ
て
い
李
y
。
今
年
度
I
回
目

の
区
長
褒
賞
1
、

次
り
と
お
り
で
y
。
(
敬
称
略
)

□
小
学
生
個
人
の
部

▽
9
7年
そ
ろ
″兀
グ
ラ
ン
プ
リ
ジ
ャ

パ
ン
個
人
総
合
競
技
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
・
・
・
鈴
木
里
沙
子
(
皿
沼
小
)

▽
9
7
イ
ン
ド
ー
パ
シ
フ
ィ
ツ
ク
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
年
齢
別
覊
技
大
会
1
1
・
1
2
斌
女

子
の
部
第
λ
`
…
木
幡
美
登
里
(
弘
道

第
一
小
)

□
中
学
生
個
人
の
部

▽
9
7イ
ン
ド
ーパ
シ
フ
ィ
ツ
ク
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
年
齢
別
競
技
大
会
1
3・
1
4鎭
女

孑
の

部
第
1

位
…
押
切
奈
美
(

竹
の
塚

中
)

▽
第
3
7
回
全
国
中
学
校
選
抜
水
泳
競
技

大
会
女
子
4
0
0
m
個
人
メ
ド
レ
?
莅

・・・
松
橋
由
衣
(

西
新
井
中
)
/

女
子
濶
m

バ
タ
フ
ラ
イ
第
1
位
・・・
国
字

哭
一
ひ

(花
畑
中
)

▽
ゆ
う
あ
い
ピ
ッ
ク
愛
知
・
名
古
屡
大

会
川
m
走
少
年
1
4
組
第
1
y
・
岡
和
則
　

塑
(

中
)
/

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
少
年
L
砠
第
ふ
位
・
山

木
正
男
(

笙
(

中
)

□
中
学
生
団
体
の
部

▽
第
噐

富

国
中
学
校
卓
球
大
会
男
子

団
体
第
一

位
・・・東
綾
瀬
中
学
校
卓
球
部

▽
第
3
7回
全
国
中
学
校
選
抜
水
泳
競
技

大
会

孚
-

m
リ
レ
ー
警
蕋
こ
・
西
新
井
中
学
校
水

泳
郡
/
女
子
枷
m
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
第
t

位
・
・
・
花
畑
中
学
校
謇
弧
`

ま

た
、
こ
の
他
1
1
団
体
、1
9
人
の
個

人
の
皆
さ
ん
が
教
齊
耆
懋

鬟

賞
を
受

賞
し
奔
し
た
。　
　
　

《
教
育
委
員
会

》

非
常
勤
保
健
婦
募
集

足
立
区
職
員
へ
の
保
健
指
導
、各
種

検
診
業
務
の
補
助
に
従
S
t
夂
芳
を
募

笋
」¥
チ
。対
象
=
保
健
婦
資
格
を

有
畜
髮
蓊
ぐ
ら
い
ま
で
の
方
採
用

日
=
1
0
年
t
月
1
日
一
用
期
間
日
原

則
1
年
間

※
た
だ
し
、
必
要
に
応
じ

更
新
可
勤
務
時
間
=
週
3
0
時
間
報

酬
l
a
霜
芳
1
千
円
募
集
人
員
=

L
人
申
込
u
電
話
で
甲
」込
み
後
、

扈

書
提
出

申
込
期
限
=
2
月
1
0日

勤
務
場
所
・
申
・
問
先
=
職
員
課
健
康
管

理
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1

㈹
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低
公
害
な
自
動
車
の
購
入
資
金
を

融
資
し
ま
す
(
東
京
都
)

茨

ぽ

、
低
公
害
な
目
勣
車
の
購
入

・
買
い
替
蓊
盆
の
た
め
の
融
資
あ
っ

せ
ん
と
利
子
補
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
卜
都
内
の
同
一
場
所
で
、
同
一
事

業
釁
引
き
続
き
L
年
以
上
営
ん
で
い
る

中
小
企
業
者
、
ま
た
は
事
業
共
同
組
合

な
ど
の
中
小
企
業
団
体

※
く
わ
し
く

は
お
問
い
向
わ
せ
く
だ
さ
い

融
資
額
=
3

千
万
円

千
台
1
千
万
円
)

償

還
期
間
=
5
年

本
人
負
担
率
日
▽
指

定
低
公
害
車
購
入
資
金
(
7
都
県
市
が

指
定
し
た
指
足
低
公
害
車
購
入
資
金
を

購
入
す
る
場
合
)
…
年
1
・
1
5弧
(
長

期
プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
の
7
分
り
L
)

▽
最
新
規
制
洒
合
車
購
入
資
金
(
最
新

規
制
以
前
の
卑
盒
霎
規
制
漫
筆
へ

買
い
換
え
る
場
合
)
・
:年
7
‘・
3
%
　
(

長
期
プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
と
同
じ
。
長

期
プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
が
I
%
を
超
え

た
場
合
は
l
%
を
限
度
)

※
い
ず

れ
も
、
東
京
信
用
保
証
協
会
の
信
用
保

証
が
必
要
で
す
。
恵
示
信
用
保
証
協
会

へ
支
払
つ
な
傴
用
保
証
料
の
1
分
の
X

を
都
が
補
助
し
豕
歹

申
先
=
都
市
銀

行
、
都
内
に
本
店
を
有
す
泰
傴
用
金
庫

期
限
=
2
月
2
7日

問
先
日
環
擔
諫

豐
(
3
8
8
0
)
5
1
1

㈹

都
・
助
成
立
地
課

豐
(
5
3
8
8
)
3
5
3
5

教

育

相

談

学
校
に
行
く
の
を
嫌
が
る
、
一
t
篥
が

遅
い
な
ど
、
お
孑
さ
ん
の
教
育
上
の
悩

み
に
つ
い
て
専
門
の
相
談
貝
が
相
談
に

応
じ
て
い
求
す
。

□
面
接
相
談

日
時
儿
吸
瘠
月
曜
日
盂
謹
日
(
祝
E

を
除
く
)
、
午
前
9
時
～
午
泌
写
時

申
込
H
電
話

場
・
申
・
問
先
卜
教
育

研
究
所

昔
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
分
室

一
‘
(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

鹿
浜
分
室

一
‘
(
3
8
5
6
)
7
7
3
5

□
電
話
相
談

日
時
=
毎
週
月
曜
日
謹
日
(
祝
日

を
除
く
)
、
午
前
9
時
～
午
後
t
時
3
0

分

申
・
問
先
卜
教
育
研
匙
町

゛
(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

教
育
研
究
所
の
臨
時
休
館

館
内
殺
虫
消
毒
布
或
葮
螂
点
検
の

た
め
、
1
月
3
1日
出
か
ら
2
月
1
日
面

ま
で
臨
時
休
館
し
嫐
歹
。

問
先
=
教

育
研
究
所

・一一
(
3

只
5
0
)
8
8
0
1

生涯学習館
一般利用中止と

臨時休館

□
一
般
利
用
中
止

次
の
期
間
は
、
放
送
大
学
旱
位
認
定

試
験
等
の
た
め
、
施
設
の
秤
‥
'
出
レ
と

一
般
利
用
を
中
止
し
廖
y
。
期
間
=

1
月
2
1日
恚
一
宮
(

荅
ほ
休
館
)

□
臨
時
休
館

次
の
期
間
は
、
館
内
殺
虫
消
毒
作
業

の
た
め
、
臨
時
休
館
と
な
n
汞
y
。

期
間
糺
月
召

晶

。郤
品

-
い
ず
れ
も
-

問
先
=
牛
菎
学
習
館

酋
(
3
6
0
5
)
7
1
8
1

食
と
健
康
教
室

じ
ぶ
ん
探
し
の
ダ
イ
エ
ッ
ト

今
零
」
そ
、
と
思
っ
て
‘
夛
イ
エ
ッ

ト
を
綉
け
る
の
は
大
変
で
y
。
自
分
に

合
っ
た
ダ
イ
エ
ッ
ト
夲
見
つ
け
て
み
ま

甘
ぶ

。

日
時
=
1
月
2
1日
團
・
2
8

日
團
、
午
後
L
時
3
0分
廴
矗
洳
分

※
2
日
制

内
容
卜
減
量
を
続
け
る
た

め
の
食
年
居
/
自
宅
で
で
き
る
簡
単
体

操

定
員
卜
3
0人
(
先
着
順
)

費
用
=

無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問

先
卜
足
立
保
″屏
栄
養
指
導

酋
(
3
8
'『
5
』
4
1
6
6
(

直
通
)

食
と
健
康
教
室

こ
れ
な
ら
で
き
る
ダ
イ
エ
ッ
ト

人
に
よ
っ
て
や
せ
た
い
翠
田
は
様
々

で
す
。つ
い
つ
い
食
べ
過
ぎ
て
し
恚
つ

方
、
運
動
し
て
い
る
の
に
太
っ
て
し
ま

う
方
、
バ
ラ
ン
ス
り
こ
れ
た
食
牛
居
に

つ
い
て
単
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
=
1

月
2
1
a團
、
午
後
1
時
3
0分
1
3

時
3
0分
/
1
月
2
3吁
窗
、
午
前
1
0時
～

正
午

※
2
日
制

内
容
=
▽
1
日
目

・・・
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
で
肥
満

を
予
防
し
ぶ

つ

▽
2
日
目
…
正
し
い

運
動
法
で

、
活
動
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
目
指
そ
う

定
員
卜
3
0人

費
用
=

無
料

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問

先
卜
東
和
保
健
衵
談
所

酋
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

気
を
つ
け
て
!
　
二
輪
車
事
故
多
発

若
者
の
交
通
死
亡
事
故
Q
つ
ち
、

二
輪
車
乘
車
中
の
割
合
は
約
冫
割
で

す
。
二
輪
軍
岑
運
転
す
る
際
に
最
も

大
擶
な
にと
は
、
止
ま
る
y
に戸
蔘
忘

れ
た
走
行
を
レ
な
い
こ
と
で
す
。
そ

こ
で
安
全
に
走
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

を
紹
介
し
ま
す
。

□
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト

y
車
体
奮
狙
直
に
保
つ

マ
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
念
氾
ず
る

》
急
ブ
レ
ー
キ
は
な
る
べ
く
苒
け
、

タ
イ
ヤ
を
ロ
ッ
ク
さ
せ
な
い

マ
前
・
後
輪
ブ
ロ
ト
キ
は
同
時
に
ぼ
つ

▽
停
止
直
前
に
ク
ラ
ッ
チ
を
切
る

□
安
全
に
乗
る
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

▽
ラ
イ
ダ
ー
の
箜
怒
普
勦
車
Q
巫
7
-

イ
と
同
じ
役
割
・・・
無
防
備
な
服
装
で
大

ケ
ガ
'
・
と
な
ら
な
い
た
め
に
、
安
全
と

い
う
観
点
で
選
ん
だ
服
装
で
乗
n
ま
し

ょ
う

▽
す
べ
て
の
自
動
車
に
死
角
あ
り
…
死

角
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、自
動
車
か

ら
は
s
兄
ま
せ
ん
。常
に
死
角
奮
恩
掀

し
て
胥
じ
声
し
ょ
う

▽
迦
汀
者
は
、車
が
止
ま
っ
て
く
れ
る

と
思
つ
て
い
ホ
T
・
・
歩
行
者
が
ど
兀
な

行
勣
曇
と
っ
て
も
対
応
で
夸
?
5
に

」ぶ
C

よ
う

▽
道
路
の
左
端
に
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い

で
す・・
木
意
の
飛
び
出
し
や
自
動
車
の

急
か
狠

。y
」ん
な
状
況
に
常
に
対
応
で

膏
る
運
転
奮
心
が
け
H
iし
ょ
う

※
原
付
自
転
車
の
最
高
扉
唾
哩
無
J

㎞
、左
側
通
行
が
原
則
で
す
。ま
た
、

死
亡
事
故
の
i
件
に
I
件
は
一
時
不

停
止
に
よ
る
も
の
で
y
。確
実
に
止

ま
っ
て
左
右
の
安
全
確
認
を
し
て
く

だ
さ
い

問
先
=
交
通
安
全
対
策
課

豐
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

千
住
警
察
署

S
(
3
8
7
9
)
0
1
1
0

西
新
井
警
察
署

登
(
3
Q
5
2
)
?
6

綾
瀬
警
察
署

゛
(
3
6
2
0
)
O
A

ひ
ろ
ば

=
催
し
物
=

☆
足
立
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
「
お
食
事
会

と
楽
し
い
リ
ハ
ビ
リ
教
室
」　
l
月
2
5

日
剛
、
午
後
0
時
3
0分
冫

蒔
/

竹
の

筱
障
害
福
祉
館
/
講
師
・
高
橋
紀
子
氏

(ラ
イ
フ
K
y
ヨ
ン
ネ
ッ
ト
)
/
千
5
0
0

円
(
食
事
代
)
/
石
川

豐
(
3
8
8
8
)
9
8
6
4

☆
第
4
回
足
立
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
コ
ン
サ

ー
ト
　
ー
月
簽
局
一
、
午
後
2
時
～
4

時
/
竹
の
罹
セ
ン
タ
ー
/
千
円
(
小
学

生
以
下
無
料
)
/
中
澤

酋
(
5
6
9
1
)
0
4
8
4

☆
ス
ケ
ー
ト
初
心
者
教
室
　
l
月
2
5
m
、2

月
8
9
9
苜
、
い
ず
ひ
習
i

日
、

午
前
旦
7
6

時
3
0分
/
す
い
す
い
ら

ん
ど
綾
瀬
/
6
0人
(
先
着
順
)
/
中
学

生
以
下
5
0円
、
高
校
生
以
卜
澑一円
、
貸

靴
3
0
0円/
各
回
ご
と
申
し
込
み
/
足
立

区
ス
ケ
ー
ト
連
盟
・
長
谷
部

酋
(
3
8
8
1
)
9
0
6
5

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

▽
2
月
1
日
日
、午
前
9
時
～
午
後
3

時

※
雨
天
の
場
合
中
止
/
区
忿
亟
用

側
広
場
/
眇

筐
予
定
/
出
盾
料
千
円
/

電
話
/
ク
ラ
ブ
旭
・
高
橋

a
(
3
8
4
0
)
2
1
9
0

マ
瓦
T

日
日
、
午
前
9
時
3
0分
～
午

後
3
時
3
0分

※
囹
大
の
場
合
中
止
/

し
ょ
う
ぶ
沼
公
園
/
1
0
0区画
予
定
/
出

店
料
千
円
/
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、F
A
x
番
号
忝
明
記
/
竹

林

〒
1
2
3関原
1
1
3
4
1
7

豐
(
5
6
8
1
)
7
6
1
0

マ
2
月
8
日
日
、
午
前
u
時
～
午
後
3

時

※
雨
天
の
場
合
2
弖
匐
は
/
六
町

区
有
地
(
六
町
2
-
1
)
/
5
0
区
画
予

定
(
車
出
店
の
み
)
/
出
居
料
千
円
/

往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
出
唐
物
奎
明
記
/
1
月
2
4日
必
着
/

ト
マ
ト
・
川
添

〒
圀
弘
道
郵
便
局

留

豐
(
3
8
8
0
)
0
0
2
2

▽
2
月
1
5
日
日
、午
前
1
0
時
～
午
後
2

時
※
雨
天
の
場
合
中
止
/
栗
一
(
公
園

/
1
0
0
区
画
予
定
/
出
店
料
千
円
/
往
復

(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、

出
店
物
産
明
記
/
1
月
2
5
吁
必
着
/
〒

1
2
3
足
立
西
郵
便
局
留
さ
い
せ
い
ス
リ
ー

/
若
井
豐
(
3
8
4
8
)
4
6
6
7
　

(
午
後
&
時
ま
で
)

マ
2
月
習
昌
一
、
午
前
1
1
時
～
午
後
3

時

※
雨
天
の
場
合
1
月
1
日
/
し
ょ

う
ぶ
沼
公
園
/
7
0区
画
予
定
/
出
店
料

千
円
/
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
出
店
物
産
明
記
の
冫
兄
〒

跏
西
綾
瀬
郵
便
局
留

水
野
T

月
3
1

日
必
着
)
/
斉
藤

昔
(
3
8
4
0
)
8

只
5
3

□
出
店
・
来
場
す
る
方
へ
　
食
料
品
・
`

蓍
叩
・
動
物
・
性
能
奮
`
証
で
霤
な
い
」

も
の
は
販
充
で
罌
吾
ん
/
交
通
の
畝

げ
・
近
隣
の
迷
惡
に
な
ひ
豕
y
の
で
、
`

路
上
駐
車
は
や
の
て
ぐ
だ
さ
い
/
ご
み

剔

副

に
i

廴

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
を
お
考

え
の
方
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
L

㈹

=
募
集
=

☆
水
墨
画
(
足
立
水
墨
画
振
興
会
)
　

第
1
・
第
t
火
曜
日
、午
後
L
將
～
4

時
/
生
涯
学
習
館
ほ
か
/
初
心
者
・
中

高
年
者
・
障
害
者
優
先
/
入
会
金
千
5
0
0

円
、
月
額
2
千
円
/
尾
花

昔
(
3
6
Q

包
1
6
8
8

☆
な
ぎ
な
た
雅
ク
ラ
ブ
　
毎
週
E
・
月

曜
日
、
午
後
7
時
L
1
時
/
江
南
中
学

校
ほ
か
/
少
年
か
ら
高
齢
者
ま
で
(
初

心
者
歓
迎
)
/
入
会
金
2
千
円
、
月
額
2

千
円
(
無
料
体
耿
あ
り
)
/
谷
川

酋
(
3
9
1
9
)
5
0
9
6

☆
パ
ス
テ
ル
画
(
虹
の
会
)
　
毎
週
火

曜
日
、
午
後
F
時
1
3
時
/
中
央
本
町

セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
初
心
者
歓
迎
/
隔
週
'

苫

に
講
師
に
よ
る
直
接
指
導
/
月
額
2

千
5
0
0円/
上
条

酋
(
3
8
4
8
)
4
7
2
9

☆
囲
碁
(
碁
楽
会
)
　
饂
習
蘊
日
、

午
前
9
時
卸
分
・
午
後
t
時
釦
分
/
佐

野
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
初
心
者
歓
迎
/
5

ヵ
月
千
円
/
桑
原

豐
(
3
6
2
0
)
2
6
n
5

☆
囲
碁
桜
石
会
　
毎
週
月
曜
日
、午
前

1
時
～
午
後
o
時
叩
分
/
花
畑
記
念
屁

闊
は
か
/
初
心
者
・
女
性
歓
迎
/
入
会

金
千
円
、
月
額
1
千
円
/
山
本

?
3
8
6
0
)
8
9
1
8

☆
茶
道
教
室
(
さ
つ
き
会
)
　
第
2
・

第
4
月
臓
日
、
午
後
7
時
F
9
時
/
竹

の
筱
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
初
心
者
歓
迎
/

弖
狽
1
千
2
0
0円/
遠
藤

登
(
3
8
3
8
)
3
9
8
9

☆
女
声
合
唱
(
コ
ー
ル
い
ず
み
)
　
毎

週
金
曜
日
、午
前
1
0
時
～
正
午
/
青
年

セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
千
円
、
月
額
1

千
円
/
見
学
″
匐
/
大
郷

酋
(
3
8
只
1
5
6
7
7

☆
ペ
ン
習
字
サ
ー
ク
ル
　
毎
週
金
曜
E
、

午
後
L
時
～
2
時
3
0分
/
江
北
六
丁
皀

団
地
集
会
所
/
初
心
者
・
高
齢
者
歓
迎
/

伊
藤

昔
(
3
8
5
6
)
6

只χ
了
6

☆
手
編
み
サ
ー
ク
ル
(
あ
み
む
め
も
)
　

月
3
回
(
月
曜
日
)
、午
前
1
0
時
卜
正

午
/
千
住
区
民
ホ
ー
ル
ほ
か
/
入
会
金

千
円
、月
額
t
千
円
/
亀
谷

酋
(
3
8
8
1
)
1
8
8
2

☆
テ
ニ
ス
　
毎
翆
甼

日
曜
日
、
召
は
/

区
内
コ
ー
ト
/
部
分
練
習
、
試
合
等
/

友
本

昔
(
3
a
p

む
)
3
3
5
0

☆
大
正
琴
(
琴
勝
会
)
　
第
L
～
第
4

土
曜
日
、午
前
1
時
I
正
午
/
青
年
セ

ン
タ
ー
ほ
か
/
無
料
体
験
、貸
琴
あ
ひ

/
勝
部
`
‘
(
5
2
4
4
)
2
6
7
8

☆
山
歩
き
(
ふ
れ
ん
ど
)
　
月
1
回
以

上
、t
L
I
時
間
/
入
会
金
千
円
/
往

復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
罍
号

を
明
記
/
佐
久
間

〒
1
2
0
弘
道
2
-
1
2
-
2
5
-
4
0
6

昔
(
3
8
R
x
り
)
2
7
6
7
(
夜
間
)

☆
足
立
区
な
ぎ
な
た
連
盟
　
▽
毎
濤
り

曜
日
…
千
寿
小
学
校

▽
毎
週
月
曜
日

・・・
江
南
中
学
校

▽
毎
週
火
曜
日
・・・
東

京
武
道
館

▽
毎
週
土
曜
日
・・・
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
/
旱
数
か
ら
大
人
ま

で
/

内
田

酋
(
3
8
8
6
)
3
9
8
9

☆
パ
ス
テ
ル
画
(
あ
じ
さ
い
)
　
毎
週

水
腫
日
、午
後
L
時
～
t
時
/
中
央
本

町
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/

艱

心
者
歓
迎
、
講

師
指
導
あ
ひ
/

月
額
千
5
0
0円
/

伊
勢

酋
(
3
8
8
1
)
9
8
0
7

☆
B

・
H
健
康
体
操
　

第
1

・
第
1

水

曜
日
、
午
後
7

時
3
0
分
/

伊
興
セ
ン
タ

ー
ほ
か
/
I

ス
ト

レ
ッ
チ

、
気
功
体
操
/
入
会
金
2

千
円

、

月
額
1

千
円
/

坂
梨

豐
(
3
8
9
9
)
5
4
0
8

☆
将
棋
(
棋
好
会
)
　
毎
週
土
曜
日
、

午
後
1
時
卜
1
時
と
第
4
日
曜
日
、午

前
9
時
～
午
後
5
時
/
佐
野
セ
ン
タ
ー

ほ
か
/
a

カ
月
千
円
/

嶋
根

酋
(
3
8
Q
y

り
)
2
1
1
9

☆
水
曜
ヨ
ー
ガ
ク
ラ
ブ
　
毎
週
水
曜
日
、

午
前
1
0
時
～
1
1
時
4
5
分
/
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/

入
会
金
千
円
、
月

額
2

千
5
0
0円
/

出
口

・
一一
(
3
8
5
3
)
7
4
6
0

☆
親
と
子
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
&
大
会
　

第
2
・
第
t
土
曜
日
、
午
前
1
0
時
～
正

午
/
マ
ル
ア
イ
ボ
ー
リ
ン
グ
/
F

人
瞋

円
/

ボ
ウ
リ
ン
グ
攅

里
ヲ

神
田

酋
(
3
8
8
2
)
1
9
0
1

☆
合
唱
サ
ー
ク
ル
　
▽
童
謡
・
唱
歌
を

う
た
冫
会
(
男
女
共
)
・
:
毎
週
E
曜
日
、

正
午
t
午
後
3
時
卯
癶
月
額
2
千
鷆

円

▽
ダ
ー
カ
ー

ポ
(
混
声
合
唱
)
・
:

毎
週
水
曜
日
、
午
後
'
に
時
L
1

時
、
男

性
歓
迎
、
月
額
2

千
5
0
0円/

佐
々
木

酋
(
3
8
8
6
)
I
Q
p

り

☆
水
泳
サ
ー
ク
ル
(
わ
か
ば
会
)
　
毎

週
月
曜
日
、
午
前
1
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0

分
/

う
霤
2

最
/

初
心
者
歓
迎
/

入

会
金
1

千
円

、
月
額
1

千
円

、
保
険
料
　
(

年
F

回
)

千
窈
円
/

塩
川

豐
(
3
a

、
5
)
7
7
2
7

「
ひ
ろ
ば
」
の
募
集
方
法
か
変
わ
り
ま
す
。
く
わ
し
く

は
、
あ
だ
ち
広
報
1
月
2
5日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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成
人
の
日
特
集

忘
れ
な
い
で
二
十
歳
の
夢

1
月
1
5日
は
成
人
の
日
で
す
。
加
纎
と
い
え
ば
法
律
的
に
も
I
λ
前
の
「
大
人
L
と

し
て
扱
わ
れ
る
歳
で
す
。
大
人
に
な
つ
た
ら
し
た
い
こ
と
、
2
0歳
の
決
意
な
ど
、こ
の

。

節
目
に
い
ろ
い
ろ
と
思
い
を
巡
ら
せ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
も
う
昔
の
こ

と
だ
よ
L
と
い
う
方
も
、ご
自
分
の
匐
鑞
を
思
い
出
し
て
み
て
は
い
か
か
で
し
よ
う
か
。

夢
は
や
っ
ぱ
り
プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー

ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
『
宇
治
金
時
』

高
校
1

年
生
の
と

き
同
級
生
で
結
成
さ
れ
た

『
宇
冶
金
時
』。
高
校
時
代
は

青
年
セ
ン
タ
ト
を
中
心
に
活
『

珊

在
は
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
ラ
イ
ブ
活
助

を
し
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
ー
人
全
員
か
今
年
成
人
式
を
迎
え
ま
す
。
今
日
は
、

リ
ト
ダ
ー
の
齊
藤
誠
さ
ん
と
石
橋
媾
賻
さ
ん
、
海
沼
健
さ
ん
、
麻
生
和
孝

さ
ん

の
4

人
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

よ

人
に
な
る
っ
て
ど
ん
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
か
?

斉
藤
さ
ん
「
赤
ち

ゃ
ん
の
と
膺
ほ
両
観

と
、
学
校
に
入
れ
ば
先
生
や
友
達
と

、

と
い
う
風
に
人
間
関
係
か
増
え
ま
す
よ

ね
。
ぺ
人
に
な
れ
ば
、
そ
う
い
う
様
々

な
関
係
の
中
又
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と

い
・
冫
か
肖
任
帝
£
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
宕
い
息
い
手
。
社
会
の
中

で
ま
癶
で
い
く
わ
け
だ
か
ら
、
他
人
に
　

『
そ
れ
進
一
?
似
レ
や
な
い
の
』
と
言
わ

れ
た

時
に
、
『
自
分
は
こ
う
だ
か
ら
』

と
g

つ
て

ぱ
か
り
は
い
ら
れ
な
い
と
思

う
ん

で
7

」

麻
生
さ
ん
「
'
れ

は
常
識
的
な
'
戸

だ

か
ら
心

瓦
て
び
つ
の
も
な
ん
ぶ

み
f
、

道
端
で
タ
バ
コ
を
嫣
て
た
り
と
か

、
マ

ナ
ー
の
悪
い
大
人
っ
て
ぃ
埀
恥
'
り

そ
う
ぃ
ろ
夭
人
に
は
な
り
夕
`
な
い
で

す
9

石
橋
さ
ん
『
小
学
校
1
年
生
の
時
に
兒

た
6
年
生
が
、
と
て
も
大
害
ぺ
大
人

に
星
人
ま
レ
た
。
自
分
が
&
年
生
に
な

っ
た

時
、
自
分
の

中
身
は
L

年
生
の
ま

ま
9

か
じ
ゃ
な
い
か
冫
凾

じ
声

に
}た
。

今
も
そ
の
時
に
似
た
感
じ
か

に釜

ざ

よ

人
の
イ
メ
ー
ジ
つ
て
あ
り
ま
す

か
?

全
S

『
冢
庭
を
痔
っ

。
ふ
百

逧

い

。

周
n
ぷ
よ

く
見
て

る
。
膊
蘖
ひ
が
出
て

く
る

。
純
粋
さ
か
な
ぐ
な
る
…
…
」

石
橋
さ
ん
「
家
庭
岑
痔
つ
と
り
フ
か
、

孑
喚
が
欲
し
い
で
歹
ね
。
子
供
っ
7
于

が
か
か
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
'
あ
っ
、

そ
っ
ち
に
行
っ
ち
や
危
な
い
よ
』
と
か
。

だ
け
ど
、
そ
れ
か
逆
に
心
地
好
か
っ
た

巳
て
・…
実
際
に
育
て
て
い
る
わ
け

じ
ゃ
な
い
か
ら
、
い
い
と
こ
ろ
ぽ
か
り

怒
4
夙
ぶ
も
レ
れ
な
い
の
で
万
か
」

麻
生
さ
ん
「
ぼ
ぐ
も
孑
澂
が
粐
に
‘
い
で

す
。
一
人
っ
子
で
克
K
が
っ
た
の
で

又
は
繻
し
い
?
子
ね
」

-

将
来
の
夢
は
?

齊
藤
さ
ん
J
`
と
い
冫
髻
碌
は
、
や

は
ひ
ブ
ロ
に
な
る
こ
と
。
今
砿
フ
イ
ブ

活
動
を
し
な
が
ら
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
`

尤
か
萋
{
け
て
い
ま
す
。
迴
霍
で

に
は
、
両
親
に
向
う
か
の
答
え
と
い
う

か
中
間
報
t
昂
で
摎
?
多
に
が
ん
ば

っ
て
い
ホ
T

」

麻
生
さ
ん
「
僕
は
、
航
空
関
係
の

仕
事

隘

警

尼

い
の
で

、
専
門
学
佼
で

勉
強

中
で
T

。
バ
ン
ド
結
呎
当
初
か
ら

メ
ン

バ
ー
に
は
i

は
苟
秣
の

範
囲
で
や
る

よ
。
ブ
ロ
を
目

指
す
な
ら
そ
う
言
っ
て

く
れ
よ
』
と
岔
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
か

ら
今
は
一
歩
下
が
っ
て
C

援
し
て
い
ま

す
」

海
沼
さ
ん
「
夢
が
か
な
っ
た
あ
と
の
蔘

に
な
る
の
で
し
ょ
う
が
、
'
大
自
然
の

中
、
地
平
線
や
水
平
線
Q
忌
4
る
ぶ
つ

な
と
こ
ろ
に
庄
み
た
い
』
な
ん
て
い
う

の
も
ゐ
ひ
乖
4
y
ね
」

齊
藤
さ
ん
「
こ
の
仲
問
は

、
肩
が
凝
ら

な
い
と
い
冫

か
、
安
心
于

る
場
听
な
ん

で

す
。
次

わ
り
哭

は

俣
た
ち
み

た
い

な
関

係
も
『
こ
の
先
1
0年
、
2
0
年
と
は

軛
か

な
い
よ
』
と
い
う
け

れ
ど
、
そ
ん

な
y
y
ほ

な
い
と
思
い
ま

す
。
バ
ン

ド

が
既
功
し
て
も
し
な
く
て
も
、
帰
っ
て

こ
れ
る
場
所
と
」そ

大
切
に

した

い
で

す
9

-
I
I夢

に
向
か
っ
て

喟
一
杯
生
さ
て
い
る

宍
凶
刄

。
こ
れ
か
う
丶

仲
間
と
搴

を

大
切
に
が
ん

ば
っ
て
ぐ
だ
さ
い
。

▲ 斉藤さん

▲ 石 橋 さ ん

▲ 海 沼 さ ん

▲ 麻 生 さ ん

▲ 宇 治金 時 の ラ イブ 。 撮 影: 飯 塚 幸 代 さ ん

飯塚 さ ん も20 歳、 プ ロ カ メ ラ マ ン を 目 指 し て 勉 強 中 で す。

私
を
一
番
に
考
え
て
く
れ
る

両
親
に
感
謝

鈴
木
彩
さ
ん
(関
原
二
丁
目
)

「
子
供
の
冫
(
ほ
、
大
人
に
な
る
な
ん

て
、
は
'
9
か
か
な
た
の
'
y
で
想
像
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
)
。
図
書
館
で
ア

ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
t
ん
で
い
る
鈴

奎
{
兀

も
、
今
年
成
人
式
麌
餮
l

一

肩

誉

。

高
校
卒
業
唆
、
畢
(
に
通
い
声
し
た

が
、
本
当
に
自
分
が
し
た
い
'
y
ほ
違

冫
″
悳
じ
y
遊
学
。
現
在
は
新
た
な
目

嫖
に
向
か
い
。
充
実
し
た
口
々
萱

煢
』

し
て
い
ホ
チ

。

「
今
は

、
や
は
見

仏
を
一
番
に
考
え
て

く
れ
て
い
る
両
親
に
感
謝
す
る
気
持
ち

で

い
っ
ぱ
い
で
7

高
校
卒
業
後
、
社

会
に
少
し

触
れ
て
み
て

、
そ
れ
ま
で
は

そ
れ
科
惑
じ
て
い
な
か

っ
た
両
観
へ
の

感
謝
の
気

持
ち
が

強
く
な
Q
F

‥
‘た
。

作

の
か
な
」

自
分
ら
し
さ
に
、
飾
ら

な
い
と
こ
ろ

と
周
り
に
愿

呉
い
な
い
こ
と
曇

の
げ
て

く
れ
た
鈴
木
さ
ぺ

「
大
人
に
な
る
と

い
う
'
」
と
は
、
今
の
目
分
の
積
み
掫
ね

だ
と
思
い
事
7
自
分
ら
し
g
″
な
く

J
{
な
い
で
。
そ
の
歳
に
心
じ
た
J
芍

的
な
A
に
な
り
た
い
で
y
ね
。
い
つ

ま
で

も
心
の
ど
こ
か
に
純
粋
な
気
持
ち

を
痔
ち
綺
け
。
あ
た
た
か
い
存
在
で
あ

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
は
ま
だ
若
い

か
ら
、
自
分
の
可
能
性
を
8

。じ
ア
乖

ん

で

い
瘴
尼

い
で
す
』
と
昂

歹
鈴
木
'
兄

の
笑
顔
は
と
て
も
魅
力
的
で
し
た
。

▲ 鈴 木 さ ん

20年前 と今
データで比較

( 資料:「数字で見る足立」ほか)

◎ ごみ収集処理量( 1 日当たり) ◎ 予算規模( 当初予算)

単 位: 百万 円

◎ 人口

( 1 月1 日 現 在)

◎ 20歳の人口

( 1 月1日現在)

◎ 世論調査
「最も力を入れて欲しい施策」

◎ 下水道普及率

( 3 月31 日 現 在)

◎ 自動車登録台数

( 3 月31 日 現 在)

20歳になったら国民年金
国民年金ぽ吐会保険句腹
叫 ・つです。障害・死亡・

老齢など。人生の困ったと
きにみんなで助け合うこと
を目的につくられた制度で。

国か責任をもって運営し て
います。E謚民yl s i kには。日

本に庄んでいる2c淌燹カ呪。60
歳までのすべてのm 功n入
することになっています。

学生の皆さんも2a& からは
必ず国民年金iコ 皿入するこ

とになります。
長い人生を末永く見守る

確かなパートナー、国防唏
金。あなたも2{ 踐からの加
入で、大きな泓 已-を手にし
てくださ しゝ 問先= 国民

年金課適用係
1*3880- 5111' ㈹

20歳の思い出に
投票立会人をしてみませんか

1殳象 び合 人とは、!殳票陬iてM殳票

事務がrEしく行われているか立ち
会う人のことです。2( l 蔵の2 包に、

体験してみ ません力丶 謝礼=15, 0001
円 申 込= 電 話 ※ 申 込

者を登録しておき、選挙の日裡が
決まりしだい連絡 ・調整します
申・問先= 選挙曾理委員会事務局
壺388( - 5111 ㈹

歌
川広

重 富士三十六景 郷土博物館
収 蔵浮 世 絵 展

前期… 1月18日～2月1日　後期… 2月3日～22日
開館時間二午加9時～゛卜麦5時( 入場は4時30分まで)
休館日=f ma 月曜日 費用= 大yJ 旧円/ 小・中学生Ll OCR
※卜渭本( 20人以上Mま通常の半碩o 毎月第2 土曜日は無料
場・問先= 郷土辱欹鷓 大谷田5- 20- - 103620 ―9393

郷土博物館活況蔵する浮世飴 は、

特定のジャンルに片寄ることなく、
多種多様な画題カ渇 ります。その
巾には、一定のテーマで連作され

た、いわゆる「揃物( そろいものト
カxいくつ力洽 まれています。
今回は、啣||広唄作の揃物「常

上三ヤ六景j を1腓名 ずつ2 關に
分けて出展します。このシリーズ
は、安政5 年「1858哨 に哭筑。関
東および別辺の廻羝 からの富七1 」

の風景を牟脾としています。葛飾
北斎の( 富恵三十六 景亅には評価
が及ばないものの、広重燬葭哄印) 　

「揃物」係s です。参考資料とし
て葛飾北斎「富鍬?兄十六飛」中の4

作wI も2 作哂訥r つ展示します。
どうぞご来館ください。↑ 富士三十六景　東都両国 ↑ 富士三十六景　房州保田ノ海岸

どなたでもできます

足立生まれのニュースポーツ
ビーチボールバレーとファミリーテニス

「慥康のためにスポーツを」と考えてはいるけれど、「何

をすればいいのかJ 「もうトシだから、やっぱり今さ らス

ポーツなんて」と、なかなか実行に移せない人が数多くい

るのではないでしょうか。そんな皆さんのために、区では、

気軽に楽しめるスポーツを考案し、普及に努めています。

勝
ち
負
け
よ
り
も
、

プ
レ
ー
そ
の
も
の
を
楽
し
も
う

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
4
つ
の
特
徴

そ
の
1

勝
ち
負
け
よ
り
も

プ
レ
ー
そ
の
も
の

が
楽
し
め
る

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
は
「
1
回
で

相
手
に
返
し
て
は
い
け
な
い
」
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
テ
ニ
ス
は
ヲ
ン
バ
ウ
ン
ド
し

て
か
剪
?
』
な
こ
、
ラ
リ
ー
が
統
く

ぶ
つ
に

、
ル

ー
ル
や
ネ
ッ
ト
の

高
さ
が

エ
夫
さ
れ
、
ど
な
た
で
'
#
h
-
ム
が
楽

し
劭

手

。

そ
の
2

安
全
で
す
ぐ
に

プ
レ
ー
で
き
る

ボ
ー
ル
か
崕
く
柔
ら
か
い
の
で
。そ

れ
ほ
ど
の
刀
奎
叭
y
に
楽
し
め
、当

た
っ
て
も
痛
く
な
い
と
い

う
安
心
豚
か

ら
親
し
み

や
す
い
ス
ポ
ー
ツ
で
"

。

そ
の
3

技
術
よ
り
も

偶
然
性
の
多
い

ス
ポ
ー
ツ

ポ
ー
ル
に

ほ
、
思
わ
ぬ

琴
祀
が
あ
つ

刄

ゲ
ー
ム
の
結
果
が
予

想
で
孝
ま
せ

ん

。
こ

れ
刄

技
術
や
年
齢
に
関
係
な

く
楽
し
め
惠
i

。

そ
の
4

結
果
よ
り
過
程

を
大
事
に
す
る

『
か
ら
だ

が
龜
く
な
っ
て

曜
痛
や
琴

』a

が
気
に
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
」
。

「み
ん
な
と
会
え
る
の
が
楽
冫
が
で
。

朝
か
ら
ウ
キ
ウ
キ
気
分
で
す
」
。そ
ん

な
声
叭
聞
か
れ
零
y
。

各
体
育
館
で
で
き
ま
す

区
内
各
体
育
館
で
、個
人
利
用
指
導

呉
付
瀲
事
業
に
参
加
で
孝
i
y
。指
導

嫡
が
付
い
て
い
る
の
で
、一
人
で
行
っ

て
も
楽
し
の
豕
y
。日
時
卜
各
体
育

館
に
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い

費
用
H

膳
円

問
先
=

体
育
振
興
係

き

莟
8
8
)
5
1
1
1

㈹

指
導
員
が
い
る
か
ら

ボ
ク
た

ち
も
安
心

プ
レ
ー
。
亀
田
小
5

年
の
浜
松

さ
ん
、

坂
上
さ
ん
、
渡
部
さ
ん

ビ
デ
オ
ル
ッ
ク
イ
ン
あ
だち
N
o
.
7
0

「
み
ん
な
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」を
区
政
情
報
室
、

各図
館
で
貸

出中
　問
先
=
広
報課
映
像
担
当

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹
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くらしの情報

本庁舎へのお問い合わせは……

3880- 5111(代)
本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

※
電
話
番
号
は
お
間
違
い
な
く

福

祉

障害別福祉
相談を行って
います

各
障
害
者
団
体
か
ら
推
!
怎
a

た

相
談
員
が
、
障
害
の
あ
る
方
の
生
活
上

の
問
題
の
相
談
武
母
け
と
ヂ

。

日
程
等
=
表
1

場
所
H
竹
の
塚
障
害

福
祉
館
(
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
内
)

問

先
=
民
生
係

表1　1 月の相談実施日

該
当
す
る
方
は
申
請
を

児
童
扶
養
手
当
・
児
童
育
成
手
当

□
児
童
扶
養
手
当

対
象
H
区
内
に
住
所
が
あ
り
、
昭
和
5
4

年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
児
童

(
障
害
の
あ
る
児
童
は
1
9
栲
H
ヵ
月
ま

で
)
を
養
育
し
て
い
る
母
ま
庫
窘
育

者
で
、
父
が
'
(
の
状
態
に
あ
る
方
・
:
離

婚
、
死
亡
、
生
死
不
明
/
1
年
以
上
の

遺
棄
ま
隘
T
年
以
上
の
法
令
に
よ
る

拘
禁
等
で
父
不
在
/
婚
姻
に
よ
ら
な
い

1
か
ら
認
知
さ
れ

て
い
な
い
た
め
父
不
在
/
父
に
重
度
の

障
害
が
あ
る
(
身
障
手
帳
1
・
l
級
程

度
)
支
給
が
制
限
さ
れ
る
!
?
所

得
制
限
以
上
の
収
入
が
あ
忝

ご
き
(

本

人
帯
ぷ
び
同
居
の
扶
餐
義
務
者
)
/
公

的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
忌
。
/
場
亘

が
父
の
死
亡
等
に
よ
り
公
的
年
令
苳
受

給
、
あ
る
い
は
加
給
年
金
の
対
象
ζ
な

っ
て
い
る
と
き
/
児
童
が
施
設
に
入
所

し
て
い
'
9
と
き
/
昭
和
6
0
年
&
月
1
日

以
降
に
支
給
要
件
に
該
学

夊
J

つ
に

な
っ
た
方
が
1

年
以
上
謂
求
レ

な
か
っ

た
と
き

手
当
額
(

月
額
)

旦

覆

支

給
対
象
者
…
4

万
F

千
3
9
0円
/

一
部
支

給
対
象
者
・・・
2
万
で

千
6
9
0円
/

瓜
罵
か

複
数
の
と
き
の
I

人
目
・
:
5
千
円
、
3

人
目
以
降
・
:
3
千
円
を
加
算

□
児
童
育
成
手
当

対
象
山
S

胴

年
4
月
2

日
以
降
生
ま

れ
で

、
次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に
あ
る

児
童
を
養
芦
レ
て
い
る
万
・・・
父
母
が
離

婚
/

父
吏

ぽ

毋
が
死
亡
あ
る
い
は
、

生
死
不
明
/

父
ま

た
は
母
に
1

年
以

上

遺
棄
さ
れ
て
い
る
/

父
枩

ほ

母
が
法

令
に
よ
り
F

年
以

よ
拘
禁
"
'
れ
て
い
る
/

婚
姻
に
よ
5

な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

で
、
父
か
ら
認
知
さ
れ
て
い
て
も
、
養

育
さ
れ
て
い
な
い
/
父
ま
政
謚
に
重

度
の
障
害
が
あ
る
(
身
体
障
害
耋
1
1

・
X
級
)

手
当
額
=
月
額
1
万
1

千
5
0
0円

-
い
ず
れ
も
-

所
得
制
限
が
あ
ひ
豕
歹
。
状
況
に
よ

り
申
請
に
必
要
な
も
の
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
、

・
問
先
=
児
單
キ
当
係

新
築
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
の
入
居
者
募
集

「
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
」
と
は
区
が
民
間

か
ら
偕
n
瓦
口
て
い
る
単
身
高
齢
者
向

け
の
集
合
住
宅
で
歹
。
場
所
=
シ
ル

バ
ー
ピ
ア
ー
ツ
家
(
一
ツ
家
1
-
2
8
)

対
象
=
次
の
y
べ
て
に
該
当
す
る
方
・
・
・

満
6
5
歳
以

上
で
区
内
に
引
き
研
き
1
年

以
上
居
住
し
て
い
る
/

民
間
の
貸
賃
住

宅
に
単
身
で
暮
ら
し
て
い
る
/
R

常
生

活
が
自
分
で
で
き
る
/
年
間
の
所
得
金

漿
が
3
2
1万1

千
円
以
下

弊
基
尸
数
=
a

尸

入
居
予
足
=
4

月

申
込
用
紙

配
布
・
募
集
期
間
=
1

月
1
6
E
I
2
3
R
　

王

・
日
曜
日
を
啄

く
)

配
布
場
所

=
区
民
事
務
所
、
福
祉
事
務
所
、
北
千

住
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
住
宅
支

援
係

問
先
=
住
宅
支
援
係

建設中のシルバーピア「一ツ家」

保
育
園
児
募
集

～
4
月
入
園
・
転
園
～

両
親
が
働
い
て
い
た
り
、訶
気
等
の

理
由
に
よ
n
乳
幼
児
の
保
育
が
で
忝
な

い
方
の
た
め
に
、福
祉
事
務
所
で
は
随

時
保
育
園
入
園
の
相
談
・
申
し
込
み
を

受
け
付
け
て
い
李
y
。た
だ
し
、年
齢

に
よ
っ
て
は
2
き
の
な
い
と
こ
う
り
あ

n
汞
y
。な
芻
、転
動
・
転
駟
な
ど
に

よ
る
転
園
盒
蜑

さ
れ
る
方
啄
申
し
込

み
が
必
要
で
す
の
で
、
福
祉
事
務
所
へ

申
し
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。

申
・
問
先
=

管
轄
の
福
祉
事
務
所
(
表
2
)

表2　 福祉事務所一覧

身
体
障
害
者
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
等
訓
練
生
募
集

職
業
的
自
立
を
偸
♀
海
害
者
の
訓

憾
簍
彝
笋
望
ヂ
。

場
所
H
綾
瀬

障
害
偈
跫
濤
一
対
象
=
区
内
在
住
で

身
体
障
害
耋
i

夲
痔
っ
て
い
る
4
0歳

位
ま
で
の
方

選
考
=
適
性
試
験
・
面

接

定
員
叱
芙

訓
練
期
'
7
4
月

か
ら
1
年
間

申
込
=
履
歴一
を
齏
逞

愬
7
2

月
1
5
E必
着
‘
申
先
=
足
立

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
シ
ス
テ
ム
(
区
内
に
2

ヵ
所
あ
n
l
t
)

綾
瀬
障
害
福
祉
施
設
内
…
〒
1
2
0
東
綬
瀬
1
1
2
6
1
2

豐
(
3
6
0
5
)
6
7
6
p

』

梅
島
通
所
訓
練
施
設
内
…
〒
剛一
梅
島
3
-
3
1
1
1
9

酋
(
3
8
4
9
)
8
8
3
0

問
先
=
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

酋
(
3
8
5
3
)
0
6
3
p

』

栄
養
士
(
非
常
勤
)
募
集

対
象
基

内
容
=
学
校
給
食
に
関
す
夂
稾
務
勧

務
場
所
=
区
立
小
・
中
学
校
勤
務
条

件
等
=
週
I
B
以
内
(
年
間
嚮
B
)
/

身
分
は
非
常
動
職
員
/
採
用
啄
t
月
1

日
/
有
休
・
社
保
有
り

定
員
=
頂
人

程
度

選
考
ふ
i

・
面
接
等
(
日
程

は
後
E
通
知
)

申
込
=
自
筆
の
履
歴

一
(

写
真
は
n
苻
け
)
を
直
接
窓
口
ま

■
f
c
ほ
郵
送

愬
7
1

月
3
0吁
必
着

申
・
問
先
=
単
務
課
給
食
主
査

〒
a

中
央
本
町
1
1
1
7
1
1

「
介
護
保
険
法
」が
成
立
し
ま
し
た

1
2
月
o
u
n
'
鴎
時
国
会
で
介
護
保
険

法
が
成
立
し
侭
し
た
。
y
れ
に
よ
り
、

新
た
な
介
簿
保
険
制
度
が
1
2
年
t
月
1

日
よ
ひ
籀
行
、
実
施
さ
れ
る
y
に
W
J
A
J

n
i
r
だ
。
こ
の
制
度
は
、
高
齢
化
が

急
速
に
進
む
中
で
、
介
護
に
対
す
る
皆

六
兀
の
不
安
に
対
処
す
る
た
め
、
介
護

膏
竪
琴
体
で
支
え
る
仕
根
必
跖
簑
t

9
も
の
で
y
。

襌
誓
篋
療
に
分
か
れ
て
い
る
高
齢

者
の
介
護
に
関
宮
雰
↑

ピ
ス
制
度
を

再
編
成
し
、
利
用
し
や
す
く
公
平
で
効

率
的
な
シ
ス
テ
ム
夲
構
築
し
ま
す
。

保
険
者
通
言
主
体
)
は
区
市
町
村

で
、
6
5
歳
嘔
石
T
号
被
保
険
者
、
4
0～

6
4歳
が
2
号
很
保
険
者
と
な
ひ
、
保

険
料
は
L

个
力
月
約
2
千
5
0
0円程
度

で
す
。

要
介
護
状
態
に
な
っ
た
人
が
区
に
申

蹐
U
、
介
護
認
定
審
査
会
の
認
定
を
受

け
費
用
の
一
苳
籌
私
い
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
や
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
在
"
サ

ー
ビ
ス
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
老

人
保
健
施
設
入
所
屁
こ
の
施
設
サ
ー
ビ

ス
を
鷽
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

区
で
は
、
介
護
保
険
法
の
施
行
に
対

季
夊
だ
め
様
々
な
検
討
を
し
て
い
ま

す
。
今
後
の
広
報
で
要
点
等
夲
お
知
ら

せ
し
て
ま
い
n
&
チ
。
問
先
=
福
祉

計
画
課

学
童
保
育
室

4
月
入
室
児
童
を
募
集
中
で
す

学
童
保
育
室
の
4
月
か
ら
の
入
室
児

葷
を
募
集
中
で
す
。

対
象
=
4
月
か

ら
小
学
T
1

年
生
に
な
亟
于
ど
石

期
限
=
1
月
2
0日

申
込
些
碯
す
る

保
育
室
に
申
請
書
、
家
蓖
倪

票
、
動

務
証
明
鬯
嘉
一
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
用

紙
は
各
保
育
室
に
あ
n
汞
す

問
先
=

学
翼
保
育
倦
一尼
は
指
導
相
談
係

掲
示
板

□
高
齢
者
の
た
め
の
実
践
セ
ミ
ナ
ー

(調
理
業
務
ア
シ
ス
タ
ン
ト
)

日
時
=
2
月
2
4日
A

月
6
日
(
9
日

間
)
、
午
前
1
0時
～
午
後
4
時

場
所

誌
汞

都
高
年
齢
者
農
業
セ
ン
タ
ー

対
象
从

畿
以
上
で
講
習
終
了
後
、
関

連
企
業
に
就
業
で
膏
る
万

定
員
=
3
0

人

遒
考
)

費
用
=
無
料

申
込
=

往
復
(
ガ
キ
に
コ
ー
ス
名
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
生
年
月
B
を
明
記

期
限
U
l
月
2
0
R必
着

申
・
問
先
=

硝
東
亰
都
高
齡
者
嶌
粲
振
興
財
団

〒
1
0
2
千
代
田
区
飯
田
橋
3
-
1
0
-
3

昔
(
5
2
1
1
)
2
3
2
7

□
障
害
児
保
育
・
治
療
教
育
学
生
募
集

(正
課
生
・
聴
講
生
)

内
容
=
夜
間
2
年
課
程

授
業
は
月
・

火
・
木
・
金
曜
日
)

※
く
わ
し
ぐ
は

お
問
い
命
R

そ
だ
さ
い

問
先
=
う

め
だ
・
あ
け
ぼ
の
治
療
教
育
職
員
養
成

所s
(
3
8
8
9
)
1
7
0
0
(
午
後
2

時
～
&
時
)

□
都
立
足
立
技
術
専
門
校
4
月
入
校
生

募
集

内
容
=
昼
間
部
…
電
気
工
事
科
・
電
子

工
学
科
・
木
工
科
・
塗
装
科
・
ビ
ジ
ネ

ス
経
理
科
・
ト
レ
ー
ス
科
/
夜
間
部
…

木
工
科
・
ビ
ジ
ネ
ス
経
理
科

申
込
期

間
=
7
月
6
日
ま
で

申
・
問
先
―

立
足
立
技
術
専
門
校

言
(
a
0
5
)
6
1
4
D

□
私
立
高
等
学
校
等
入
学
支
度
金

対
象
=
都
内
の
私
立
高
校
、
高
等
専
門

学
校
、
専
修
学
校
高
等
課
程
(
3
年
生

課
程
)
に
入
学
す
る
生
徒
の
保
護
者
(
都

内
在
住
)

貸
付
額
=
2
0万
円
(
無
利

子
、
在
学
期
間
中
に
月
賦
、
半
年
賦
等

で
学
校
に
温
扈
)

問
先
=
入
学
す
る

学
校
、
‘素
ほ
嬲
都
・
私
立
学
校
教
育

振
興
会

豐
(
3
2
6
2
)
5
8
1

高
齢
者
向
け
住
宅
の
管
理
人
募
集

高
齢
者
向
け
住
宅
「
シ
ル
バ
ー
ピ

ア
」
に
入
笋
にそ

高
齢
者
世
帯
の
刪
常

牛
活
相
談
等
の
業
務
を
し
て
い
た
だ
け

る
住
み
込
み
の
管
理
人
(
生
活
援
助

員
)
を
募
枦
¥

チ

。

場
所
=
都
住

六
月
一
丁
目
1
号
棟
(
3
D
K
)

対

象
泯
J
歳
以
占
贏
以
下
で
次
の
条
件

を
全
て
碣
な
T
万
:
同
居
す
る
家
族
が

い
る
こ
と
/
健
康
で
常
時
在
宅
し
管
理

人
業
務
が
可
能
で
あ
る
こ
と
/
本
人
か

同
居
者
が
区
内
在
住
ま
た
は
、在
動
で

あ
る
y
左
/
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い

る
こ
と
(
た
だ
し
、公
共
賃
貸
住
宅
居

住
者
は
不
可
)
※
所
縟
制
限
が
あ
ひ

求
y
募
集
人
数
=
人
報
酬
=
月

琴
去
莟
千
円

※
住
宅
使
用
料
本
人

負
響
芳
円

申
込
=
履
歴
書
・
印
鑑

を
窓
口
に
持
参

受
付
鮹
間
=
1
月
1
6

日

曾
二
土
・
日
糞
隊
く
)

申
・

問
先
=
住
宅
支
援
佩

図
書
館
専
門
員
(
非
常
勤
)の
募
集

勤
務
条
件
H
週
3
0時
間
、
月
坦
々
円
程

度

採
用
時
期
=
4
月
I
R
以
降

採

用
人
S
誌
早
名

応
募
資
格
=
司
S

有
資
格
者
(
年
齢
5
0歳
ま
で
)
で
土
・

日
・
祝
日
・
夜
間
動
務
可
能
な
方

選

夸
万
法
=
書
類
選
考
お
よ
び
面
接

応

募
説
明
会
H
1
月
2
5
R囲
、
午
前
1
0時

楊
所
=
中
央
図
書
館

問
先
=
中
央
図

書
館

・一一
(
3
8
4
0
)
4
6
4
6
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国

保

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

～
国
民
健
康
保
険
料
～

国
民
健
康
保
険
料
の
納
期
限
嬉
胃

末
ほ
で
す
。
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め

て
ぐ
だ
さ
い
。
特
別
な
理
申
恥
?
納

め
な
い
で
い
'
{と

、
税
參
硲
ぐ
と
同
じ

ぷ
コ
に
財
産
の
差
し
押
さ
え
処
分
を
受

け
蜃
にど
も
あ
り
豕
歹
。
災
害
や
病
気
、

倒
彦
な
ど
の
事
情
に
よ
っ
て
保
険
料
の

納
付
が
遅
れ
て
い
る
方
は
、
納
付
方
法

に
つ
い
て
、
い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
先
=
滞
駟
整
理
第
丁

二
係

傷
害
事
件
や
交
通
事
故
な
ど

第
三
者
に
よ
り
負
傷
・
疾
病
し
た

場
合
は
お
届
け
を

国
保
加
入
者
の
方
が
、
傷
害
事
件
や

交
通
事
歇
屁
'
}
の
ぶ
っ
に
、
第
三
者
の

故
■
弄
ほ
過
失
に
よ
ひ
負
傷
・
疾
病

し
た
場
合
の
治
凍
費
は
、
加
害
者
の
負

担
に
な
n
乖
y
。
し
か
し
、
示
談
や
加

害
者
の
弁
償
が
ま
だ
で
、
加
入
者
の
方

が
、
ケ
ン
カ
や
泥
酔
、
無
免
許
・
飲
酒

運
転
等
に
該
当
す
る
こ
と
砥
跨

れ
ば

届
け
出
(
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
訶

届
)
を
し
、
国
保
で
治
療
を
鷽
け
る
こ

と
が
で
罌

ヂ
。

な
お
、
国
保
で
治
謇
審
a

た
と
き

は
、
保
険
者
で
あ
る
区
が
一
時
的
に
立

替
え
、
後
日
、
加
害
者
等
へ
請
埀
丁
ひ

こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
先
=
保
険
給

付
係

1
月
～
3
月
分
の
納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
料
1
月
L
I
月
分
の

納
付
書
を
、
1
月
2
1
日
に
郵
送
し
李
y
。

国
民
健
康
保
険
料
の
納
期
限
は
毎
月
末

具
1
1夛

。
な
お
、
納
ぬ
心
れ
の
な
い
便

利
な
囗
匯
蕃
劭
廖
蔘

背
汞
す
。
納

付
書
と
預
金
通
帳
、
通
帳
印
を
お
持
ち

の
・冫
凡
、
金
融
機
関
・
国
保
課
・
各
区

民
事
務
所
の
窓
口
で
お
申
し
込
み
ぐ
だ

さ
い
。

間
先
=
1
*

格
賦
課
係

※
口
座
振
替
の
'
にと
は
収
納
管
理
係
へ

年

金

ねんきん

出 張 相談

日
程
等
日
表
3

内
容
=
国
民
年
金
の

仕
釧
み
や
手
続
き
、
保
険
料
の
支
払
方

法
な
ど

※
今
月
の
歿
問
相
談
は
、
佐

野
セ
ン
タ
ー
で
T

問
先
=
推
進
係

表3

夜 間 開 設

年
金
受
給
者
の
方
へ

現
況
届
の
手
続
き
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

今
年
か
ら
拠
出
t
l
爬
届
は
、
市

区
町
村
長
印
が
必
謇
な
ぐ
な
ひ
F
レ
た

「
虜
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
老
齢
給

付
裁
定
請
求
書
」
に
つ
い
て
は
、
従
来

ど
お
り
証
明
が
必
要
で
t
。
新
た
に

受
給
者
以
外
(
代
翠
人
署
名
)
の
方
が

記
入
し
た
時
は
、
代
理
人
の
氏
名
・
受

給
者
と
の
関
係
・
住
所
・
電
話
番
号
を

記
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
n
ま
し

た
。

問
先
=
給
付
係

2
0歳
に
な
っ
た

障
害
者
の
方
へ

障
害
基
礎
年
金
が

請
求
で
き
ま
す

特
別
児
薑
扶
養
手
当
を
鷽
け
取
っ
て

い
る
万
や
2
0
歳
前
に
初
診
日
の
あ
る
病

気
や
ヶ
が
な
ど
で
、
且
汞
痞
に
著
し

い
制
限
が
あ
る
障
害
の
方
は
、
2
0
歳
に

な
っ
`
官
以
降
「
障
害
基
礎
年
魚
が

請
求
で
罌
チ
。
‘
一
死
、
障
害
に
か
か

わ
る
初
診
刪
が
2
0
歳
前
の
厚
生
年
金
等

に
加
入
中
で
あ
り
、
か
つ
昭
和
6
1
年
t

月
I
R
以
前
で
あ
っ
た
た
め
に
、
当
時

の
障
害
厚
生
年
金
等
の
納
付
要
件
で
請

求
で
忝
な
か
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、
給

付
係
ま
で
お
問
い
負

衽
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
障
害
の
程
度
や
本
人
の
所
得
額

な
ど
に
よ
ひ
年
全
審
吁
取
れ
な
い
場

合
も
あ
n
汞
y
。
問
先
H
給
付
係

6
0歳

説
明

会

日
時
=
-
n
C
2
0
E
・
2
1
日
、
午
前
1
0
時

と
午
後
2
時
の
I
回
(
受
付
は
、
開
始

卻
分
前
か
ら
)
場
所
=
区
役
所
南
館

!
3
階
会
議
室
対
象
=
昭
和
1
3
年
t
‘
月

2
日
～
昭
和
1
3年
1
月
―
莚
汞
瓦
の

方
(
対
象
者
に
啄
別
に
通
知
)
内
容

=
国
民
年
金
制
度
の
仕
組
み
冫
恚
翕
手

続
き
の
黙
罸
y
び
個
別
相
談
(
受
付

順
)

問
先
=
適
用
係

生
活

環

境

燃
え
な
い
建
物
を
建
て
る
方
に

助
成
し
ま
す
(
事
業
終
了
地
区
)

区
で
は
、
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
」
の
一
環
と
し
て
、
大
地
震
時
の
火

災
に
対
し
安
全
な
『
避
雅
黔
や
「
延

焼
遮
断
帯
」
を
堅
備
す
欠
だ
め
、
都
市

防
災
不
燃
化
t
進
事
業
査
忖
つ
て
い
ま

す
。こ
の
事
業
は
、
不
燃
化
晋
一区
域

内
で
事
業
実
施
期
間
中
、
一
定
の
基
準

に
合
つ
た
不
燃
建
築
物
奮
饉
て
る
方
に

工
事
費
の
一
部
泯

筬
し
、
建
物
の
不

燃
化
奮
葱
孳
夊
石
の
で
す
。こ
の
区

域
内
で
建
物
曇
蒿
て
ぷ
冫
お
考
凡
の

方
は
ぜ
ひ
、こ
の
制
度
竃
に莉
用
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
建
築
工
事
量
蚕
で
に
、

助
成
申
請
が
必
要
と
な
2

チ
の
で
、

ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

都
市
防
災
不
燃
化
促
進
事
業
は
、
現

在
下
図
の
I
地
区
で
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
補
助
2
5
6
号
暃
地
区
に
つ
い
て
は
一

月
3
1
日
で
事
業
終
了
ζ
な
n
汞
歹
。
事

業
終
了
日
に
建
物
が
完
鴟
し
て
い
る
建

築
物
が
助
成
対
象
夊
衿
汞
y
の
で
、

ヽ
注
意
く
だ
さ
い
。
※
不
燃
化
促
進

区
域
と
は
、
指
足
路
線
の
道
路
の
両
側

か
ら
お
お
む
ね
3
0
m
以
内
の
区
域
、
お

よ
び
中
央
本
町
と
梅
島
の
一
部
区
域
で

す
問
先
u
防
災
婁
弓
く
n
佩

水洗化が可能になりました
表
4
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能
に
な

り
ま
レ
t
。
こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、
3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し

て
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
輩
↓
逧
局
北

邵
第
一
管
理
事
務
所
業
務
課

7
5
6
8
0
)
6
3
3
2
※
水

洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
が
あ

口
汞
y
問
先
乱

表4　 水洗化可能地域

住
居
表
示
板
を
紛
失
し
た
方
へ

住
居
表
示
実
施
済
の
区
域
で

家
屋
{

瓰
関
等
に
取
り
付
け
て
あ
る
住
居
表

示
板

祿
色
の
ア
ル
ミ
板
}
を
破
損
・

紛
き
し
て
し
ま
っ
た
万
に
は
、
窓
口
で

新
し
い
住
居
表
示
板
を
無
料
で
再
交
付

し
て
い
穿
y
。
ご
つ
ぞ
お
気
軽
に
お
い

で
ぐ
だ
さ
い
。

申
・
問
先
=
住
居
表

示
扣
当

あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す

私
立
高
校
等
入
学
資
金
融
資

お
子
煢
ん
の
私
立
高
校
・
高
等
専
門

学
校
等
の
入
学
資
金
に
お
困
り
の
方
へ

融
資
の
あ
っ
せ
ん
を
し
て
い
求
y
。

対
象
=
私
立
高
校
・
高
等
専
門
学
校
ま

た
は
大
学
入
学
資
格
鷽
辱
ら
れ
る
、
私

立
の
専
修
学
校
高
等
課
程
進
学
予
定
者

と
同
居
し
て
い
る
保
護
者
/

区
内
に
引

き
続
き
F

年
以
上
居
住
し
、
住
民
税
を

灣
駟
し
て
い
な
い
/
8

年
中
の
年
収
が

次
の
限
席
順
以
下
の
万
▽
給
与
所
得
者

・・・
支
払
給
与
の
総
額
が
F
千
万
円

以
下

y
事
業
所
得
者
・
・
・
総
所
得
金
額
等
が
8
0
0

万
円
以
下

衆
前
記
条
件
に
あ
て

啄
ま

る
場
合
で
も
、
取
扱
金
融
機
関
の
貸
付

基
準
に
よ
り
融
雰

寡

吁

β
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す

融
資
金
額
ふ

…万
円

～
5
0
万
円
(
1

万
円
単
位
)

※
跖

じ

志
留
校
入
学
手
鏡
き
時
の
最
低
納
付
額

寝

業
料
・
寄
付
彜
ほ
対
象
外
)

お
よ

び
制
服
代
・
教
科
書
代
(

怕一
万
円
・
2

万
円
の
定
額
算
定
)

利
率
=

年
l
%

返
済
=
融
資
を
受
け
た
日
の
翌
月
か
ら

3
年
以
内

完
金
均
等
月
賦
償
還
)

取
扱
金
融
機
関
=
足
立
農
業
協
同
組
合

の
本
・
支
店
、
区
内
の
足
立
信
用
金
庫

・
燻
和
信
用
金
庫

保
証
=
金
融
機
関

所
定
の
保
証
濫
一
{け
て
い
た
だ
孝
季
'
(

保
証
料
は
区
で
負
担
)

申
込
期
間

叱
片
肘
日
ま
で

※
申
し
込
み
か
ら

融
資
ま
で
約
1
0
E間
か
か
2

蚕

。
志

望
扠
が
決
ま
n
ま
レ
た
ら
早
め
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
す
で
に
入
学
金
等

を
椚
入
済
み
I

ん

申
・
問
先
必
霧
課
振
興
係

身
近
な
仕
事
お
引
き
受
け
し
ま
す

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢

者
の
万
々
が
長
年
つ
ち
か
っ
て
き
た
知

識
・
経
験
・
技
能
蓍
ぷ
し
て
地
域
社

会
の
活
性
化
に
貢
献
じ
て
い
ホ
す
。
セ

ン
タ
ー
で
は
次
の
ぶ
7
な
仕
事
を
薊
一
一

き
受
し
て
い
李
y
。
仕
事
例
=
伝

票
輅
理
・
電
話
黄
曾
の
一
般
事
務
、

毛
筆
・
ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
の
ゐ
て
名
寄

き
、
大
工
・
庭
木
の
手
入
れ
・
塗
装
・

草
刈
り
・
清
掃
・
園
児
の
送
迎
・
留
守

番
ふ
癨
・
掃
除
な
ど
の
家
事
援
助
サ

ー
ビ
ス
、
チ
ラ
シ
の
配
付
・
袋
詰
め
な

ど
簡
単
な
仕
事

申
込
=
電
話

申
・

問
先
=
咄
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

酋
(
3
8
5
9
)
2
5
6
1

ご
注
意
く
だ
さ
い

確
定
申
告
書
の
用
紙
が
変
わ
り
ま
し
た

税
務
署
で
は
、
確
定
里
暑
や
納
付

書
な
ど
i
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
処
撃
呑

「K
S
K
シ
ス
テ
ム
」i
f
(
し
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
申
告
書
が
「O
C
R
　
(

光
学
式
文
字
読
取
装
置
)
用
紙
」
に

寰
冐
犇
妲

の
刄

次
Q
R
に
ご
注

意
ぐ
だ
さ
い
。
①
数
字
は
黒
の
ボ
ー
ル

ペ
ン
で
書
ぐ
②
用
紙
は
、
ホ
チ
キ
ス

で
と
め
た
り
、
折
り
曲
げ
た
り
、
汚
し

た
に
‥
な
い
問
先
&

酋
(
3
8
7
0
)
8
9
1
1

西
新
井
税
務
署

?
3
8
4
0
)
1
1
1
1

區
爵
課
税
課

柳原千草園に

防災井戸ができました

この度、鉱研工業株 式会社
より 柳原千草園に防災井戸の
寄贈がありました。災害時 に
は地域の皆さんの生活用水と
し て、活躍します。

《災 害対策課》

不燃化促進区域

□ 確定申告はお早めに　2月16日～3月16日　税理士は、税理士証票を携帯し、税理士バッジを着用しています。
問先= 東京税理士 会　　3356- 4461
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学
び
た
い
!
　
そ
れ
が
入
学
資
格
で
す

放
送
大
学
1
0年
度
4
月
入
学
生
募
集

放
送
大
学
は
、
1
8歳
以
よ
な
ら
ど
な

た
で
も
入
学
試
験
な
し
に
入
学
で
き
、

人
生
の
ど
ん
な
時
期
に
で
も
、
ど
こ
に

住
ん
で
い
て
も
学
べ
る
正
規
9
(
学
で

す
。
学
部
は
教
養
学
部
で
、
現
在
開
講

さ
れ
て
い
る
科
目
は
す
べ
て
テ
レ
ビ

(
U
H
F
)
・
ラ
ジ
オ
(
F
M
)
で
放

送
さ
れ
。
自
宅
で
大
学
の
学
習
を
還
め

る
こ
と
が
で
塁
尽
歹
。
今
か
ら
天
学
を

卒
業
し
た
い
、
新
し
い
教
養
を
身
に
つ

け
刄
人
生
の
視
野
を
広
げ
た
い
、
仕
事

に
役
立
つ
専
門
知
識
を
滯
め
た
い
、
そ

ん
な
気
持
ち
を
も
つ
多
く
の
万
々
の
入

学
を
蚕
笂
じ
て
い
ま
す
。

□
目
的
に
あ
わ
せ
て
選
べ
る
3
つ
の
コ

ー
ス

▽
科
目
履
修
生
:
L
学
期
間
(
6
ヵ

月
)
在
学
す
る
コ
ー
ス

マ
選
科
履
修

生
・
:
1年
間
在
学
す
欠
'コ
ー
ス

マ
全

科
履
修
生
=
大
学
卒
業
を
目
乖
す
コ
ー

ス
(
高
校
卒
業
等
の
資
格
必
罟

□
専
攻
が
6
つ
に
分
か
れ
た
教
養
学
部

y
生
活
と
福
祉
芸
窪
と
教
育
マ

社
会
と
経
済

▽
産
業
と
技
術

マ
人

間
の
探
究

》
自
然
の
理
解

出
願
受
付
期
限
卜
2
月
1
5日

※
募
集

要
項
配
布
中
。
区
内
公
社
各
施
設
に
も

置
い
て
あ
n
ま
す

授
業
開
始
凵
4
月
1

日

申
・
問
先
日
放
送
大
学
東
京
第

三
学
習
セ
ン
タ
ー
(
生
涯
学
習
館
内
)

〒
1
2
0東綾
瀬
1
-
5
-
1
7

き
(
3
6
0
5
)
2
6
6
1

貸出中

ビ
デ
オ
広
報
〝ル
ッ
ク
イン
あ
だ
ち〟

「
ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル

」完
成

映
像
で
豕
ち
の
話
題
や
出
来
事
夲
稻

介
し
て
い
忝
ル
ッ
ク
イ
ン
あ
だ
ち
。
今

回
は
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
特
集
」汳

し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

貸

出
場
所
H
区
政
情
報
室
、
区
内
各
図
書

館

問
先
卜
広
報
課
映
像
相
当

a
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

あ
だ
ち
広
報
エ
ク
ス
プ
レ
ス
3
月
号

「
読
者
の
ペ
ー
ジ
」投
稿
募
集

テ

ー
マ
…
「
春

」

春
は
自
然
の
思
吹
を
思
じ
る
季
節

。

そ
し
て

、
卒
業
・
入
学
・
就
職
等
、

人
生
の
節
目
の
季
節
で
も
あ
n
手
子

。

皆
さ
ん
の
中
に
も
、
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
き
る
万
も
お
ら
れ
る
の
で
は
な

い
で
し
よ
一
{「か

。
そ
'
」
で
あ
な
た
に

と
っ
て
の

「
芦

を
お
聞
か
せ
ぐ
だ

さ
い
。
選
考
の
う
凡
掲
載
し
ま
す
。

掲
載
さ
れ
た
方
に
は
、
粗
品
夲
差
し

占

答
す
。

申
込
日
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記
入
し

槇
7
程
度
に
袤
こ
め
て
郵
垈
昇
ほ

フ
ァ
ク
ス
で

期
限
日
1
月
1
9日

申
・
問
先
日
広
報
課

〒
1
2
0
中
央
本

町
1
1
1
7
1
1

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

砌
(
3
～
)
5
6
1
0

スケッチ
あ だ ち

舎人地区の年末の恒例行事
～ゴボウ市　今年も大盛況～

口
月
2
1日
、
舎
人
の
氷
川
神
社

で
『
舎
人
文
化
市
ヨ
ボ
ウ
市
』」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
市
の
目

玉
は
野
菜
の
販
売
。
新
鮮
な
物
が

安
く
手
に
入
'
(と
あ
っ
て
、
行
列

が
で
き
る
ほ
ど
で
廴
だ
。
伝
統
あ

る
ゴ
ボ
ウ
市
套
罠
き
絮
夊
と
、

は
じ
め
た
こ
の
市
も
今
で
は
地
域

に
す
っ
か
り
定
善
し
、
舎
人
の
年

末
怛
例
の
風
景
で
す
。

冬の夜
ロマンチックな

イルミネーション

関原にある愛恵まちづくり記念館では、イル
ミネーションで作ったツリーが、12月25日ま
でロマンチックな輝きを放っていました

老
人
保
健
施
設
足
立
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
寒
い
冬

の
間
(
2
月
ご
ろ
ま
で
)
施
設
前
の
木
を
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
。
愚
者
さ
ん
や
道
行
く
人
た
ち
の
心
に
ぬ
く
も

り
を
与
え
て
い
ま
す

日 暮里・
舎人線が

着工しました

平
成
1
5年
度
に
閧
業
舌
糒
す
日
暮

里

昊
線
の
起
工
弍
が
、1
2月
3
日

に
舎
人
公
園
で
行
わ
れ
幸口
だ
。
弍
で

は
屁
浜
獅
子
舞
や
舎
人
小
学
校
6
年
生

に
ょ
ゑ

唇
バ
ン
ド
の
屓
奏
芦
き
わ
や

か
な
歌
声
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
起
工
を

祝
い
ま
し
た
。

鍬入れ 元気いっぱいに歌う舎人小学校の子どもたち

広
が
れ
ふ
れ
愛

み
ん
な
と
わ
け
愛

足
立
区
障
害
者
文
化
祭

1
2月
3
日
～
9
日
の
L
週
間
。
障
害

者
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
区
役

所
I
階
ア
ト
リ
ウ
ム
に
は
、
区
民
の
皆

六
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
力
作
8
4
7点を
展

示
。6
日
の
庁
舎
ホ
ー
ル
で
は
、
障
害

者
団
体
に
よ
る
舞
台
発
表
会
や
昨
年
1
0

月
に
C
D

「ま
ぶ
し
い
夢
」
で
デ
ビ
ュ

ー
し
た
A
L
M
A
(

ア
ル
マ
)
の
ロ
ッ

ク
コ
ン
サ
ー
ト
な
ご
、
様
々
な
催
し
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

障
害
岑
痔
つ
大
と
持
た
な
い
人
の
交

流
の
輪
が
ど
刄
ぐ
劭
一が
っ
て
い
く
と

い
い
で
す
ね
。

足立ろう学校児童による和太鼓
の発表( 6 日・庁舎ホール)

展示コーナーには絵画、工芸、手芸など、様々な
作品が集 まりました

災害発生
時に

若い力
を

中
学
生
の

災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験

1
1月
3
0
aに
、
千
寿
第
五
小
学
校
で

杆
わ
れ
た
地
域
防
獣
茄
で
、
同
校
卒

業
生
の
第
四
中
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

の
皆
さ
ん
が
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

体
験
し
ま
し
た
。

初
期
消
火
や
起
震
車
で
の
地
震
な
と

を
体
験
し
、「
次
回
に
は
、
も
っ
と
多

く
の
友
達
を
誘
っ
て
参
加
し
求
す
」
と

頼
も
し
く
話
し
て
く
れ
劣
し
た
。

地下埋設型トイレの掘り出し作業を手伝う皆さん

琴
の
音
が
心
地
よ
く

ア
ト
リ
ウ
ム
・

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

1
2
月
1
9
日
と
1
月
8
日
の
お
昼
の
?
と
き
、
区

役
所
I
階
ア
ト
リ
ウ
ム
で
琴
の
演
奏
に
よ
る
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
区
民
の
晢
兄

に
古
典
楽
器
を
身
近
に

親
父

で
も
急
茸
と

、
足
立
区
三
曲
協
会
が
企
画

し
た
も
の
。

卜
月
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、「
ジ
ン
ク
ル
ベ
ル
」や

「き
よ
し
こ
の
夜
」な
ど
、季
節
感
あ

ふ
9

漸
奏
を
ヌ
ド
レ
ー
で
猥
霓
。区

役
所
を
訪
れ
た
方
々
に
、
心
地
よ
い

音
色
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
な
n
ま
レ
た
。

◎「あだち広報」は再生紙を使用しています K. C. Hi 　240, 000


